
1992年 県立高校 数学入試問題

１ （１）次の計算をせよ。

（２）次の不等式を解け。

（３）次の二次方程式を解け。

（５）下の図は、ある三角すいの面が１つ足りない未完成な展開図である。定規と

　　　コンパスを用いて、足りない面を１つかき加え、展開図を完成せよ。

　　　ただし、作図に用いた線は消さないこと。また、この三角すいの体積を求めよ。
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（４）下の図において、直線Lは点Ａで円に接していて、点ＣはＢＣＡをＢＣ：ＣＡ＝２：１

　　　に分ける点である。∠ｘ、∠ｙの大きさを求めよ。
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1辺の長さが４cmの正方形の対角線の交点をＯと

する。　　　　　　　　　　　

いま、図のように、正方形の各頂点を中心として

点Ｏを通る4つの円の弧をかくとき、次の問いに

答えよ。

（１）円の半径を求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　

（２）かげをつけた部分の面積を求めよ。
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３ 図のように．正方形ＡＢＣＤの頂点Aの位置に点 Ｐ

がある．いま．大小２つのさいころを同時に投げて、

出た目の数の和だけ．点Ｐを図の矢印の方向に、正

方形の頂点の上を順に進めるものとすろ。

たとえば、出る目の救の和が６のとさは点Ｐは

Ａ→Ｂ－Ｃ－Ｄ－Ａ－Ｂ－Ｃと進みＣで止まる。

この２つのさいころを同時に投げるとき、次の

問いに答えよ。ただし、さいころの１から６までの目

の出かたほ．同様に確からしいものとする。

（１）出る目の数の和が９になるときの、さいころの目の出　　　

　　かたは何とおりあるか。

　　　　　　　　　　

（２）点Ｐが頂点Ｂで止まらない確率を求めよ。
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４ ７％の食塩水と１５％の食塩水が、それぞれ５００ｇある。いま、Ａ君とＢ君は、次の手順で、

これらの食塩水をまぜあわせて、１０％の食塩水をつくることにした。次の問いに答えよ。

（１）７％の食塩水ｘｇに含まれる食塩は何ｇか。ｘの式で表わせ。

（２）まず、Ａ君は、７％の食塩水ｘｇと１５％の食塩水ｙｇをまぜあわせて、１０％の

　　　食塩水を４００ｇつくることにした。

ア　ｘ，ｙについての連立方程式をつくれ。

イ　アの連立方程式を解いて、まぜあわせる量をそれぞれ求めよ。

（３）次に、Ｂ君は、Ａ君が使った残りの食塩水を全部まぜあわせ、さらに、水をいくらか

　　　加えて、１０％の食塩水をつくることにした。何ｇの水を加えるとよいか。
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５

（１）ａの値を求めよ。

（２）ｘ軸上を動く点 Ｐ(ｔ，０) があり，△ＡＰＢ の面積を Ｓ  とする。このとき、

　　　次の問いに答えよ。ただし、ｔ≧０ とし、座標の目盛の単位は cm とする。

ア　ｔ = ４ のとき、△ＡＰＢ の面積を求めよ。

イ　Ｓ を ｔ の式で表せ。

ウ　Ｓ = １２ のとき、△ＡＰＢ はどんな形の三角形か。その理由もかけ。

（形）

（理由）

図のように、直線 　　　　　と、 放物線

およびｘ軸との交点をそれぞれＡ，Ｂ，Ｃとする。

点Ａ，Ｂのｘ座標をそれぞれ、－１ , ２ として、

次の問いに答えよ。
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６　図のように．正三角形ＡＢＣ 内に点Ｐをとり，△ＰＢＣ の外側に，ＰＢ．ＰＣをそれぞれ

　　1辺とする正三角形△ＱＢＰ，△ＲＰＣをつくり．点Ａと点 Ｑ．Ｒをそれぞれ線分で結ぶ。

　　このとき、次の問いに答え上。

　 （１）　△ＰＢＣ≡△ＱＢＡであることを証明せよ。　　

　 （２）　四角形ＡＱＰＲが正方形になるときの∠ＰＢＣの大きさを求めよ。

　

　 （３）ＢＣ＝５cm,ＰＢ＝４cm，∠ＢＰＣ＝９０゜のとき
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ア　五角形ＡＱＢＣＲの周の長さを求めよ。

　　　　　　　　　　　

イ　四角形ＡＱＰＲの面積を求めよ。
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